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二
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親
鸞
思
想
に
お
け
る
「
十
念
」
の
意
義

常

塚

勇

哲

親
鸞
は
『
教
行
信
証
』
で
、
行
一
念
釈
・
信
一
念
釈
を
設
け
、
行
と

信
の
分
際
を
明
確
に
し
た
。
一
方
、
法
然
も
重
要
視
し
た
十
念
を
『
教

行
信
証
』
で
直
接
的
に

0

0

0

0

解
釈
し
な
い
。
こ
の
事
か
ら
、
親
鸞
思
想
に
お

け
る
十
念
の
研
究
は
、
和
語
聖
教
で
直
接
に
解
釈
さ
れ
る
箇
所
を
中
心

に
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
筆
者
は
、『
教
行
信
証
』
行
巻
で
『
大
経
』

流
通
分
「
乃
至
一
念
」
を
行
の
一
念
と
解
釈
し
、
続
け
て

0

0

0

『
安
楽
集
』

十
念
相
続
を
含
む
文
を
引
用
す
る
事
か
ら
十
念
相
続
に
注
目
す
る
。

『
安
楽
集
』
十
念
相
続
は
、
元
は
曇
鸞
が
『
論
註
』
で
独
自
に
製
作
し

た
術
語
を
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
十
念
相
続
は
、『
観
経
』

具
足
十
念
が
課
題
だ
が
、
行
の
一
念
に
続
け
て

0

0

0

引
用
す
る
か
ら
親
鸞
が

十
念
を
行
の
一
念
の
相
続
の
課
題
と
見
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
れ
故
に

親
鸞
思
想
に
お
け
る
十
念
の
意
義
を
考
察
す
る
に
は
、
一
念
と
の
関
係

で
そ
れ
ぞ
れ
の
十
念
相
続
に
注
目
す
べ
き
と
考
え
る
。

ま
ず
行
巻
十
念
相
続
か
ら
確
か
め
る
。
親
鸞
は
行
の
一
念
を
、

凡
ソ
就
二イ
テ
往
相
回
向
行
ノ
信
一
ニ
行
則
有
二リ
一
念
一
亦
信
ニ
有
二リ
言
二
行
之
一
念
一ト
者

謂
ワ
ク
就
二テ
称
名
ノ
徧
数
一ニ
顕
二
開
ス
選
択
易
行
ノ
至
極
）
1
（

一ヲ

と
述
べ
る
よ
う
に
、
称
名
念
仏
を
課
題
と
す
る
。
更
に
続
け
て
、『
安

楽
集
』
十
念
相
続
を
以
下
の
よ
う
に
引
用
す
る
。

『
安
楽
集
』ニ
云
ク
十
念
相
続
ト
者
是
聖
者
ノ
一
ノ
数
ス
之
名
耳ナ
ラ
ク
ノ
ミ
即
能
ク
積
二ミ
念
一ヲ

凝コ
二ラ
シ
テ
思
一ヲ
不
三レ
ハ
縁
二セ
他
事
一ヲ
使
二メ
テ
業
道
成
辯
一セ

便ス
ナ
ワ
チ
罷ヤ
ミ
）
2
（
ヌ

こ
の
十
念
相
続
は
、
一
つ
の
数
の
名
で
あ
り
、
そ
の
課
題
は
、
数
に

こ
だ
わ
る
事
な
く
称
名
念
仏
を
積
み
、
業
道0

成
辯
す
る
事
と
示
さ
れ

る
。業

道0

成
辯
は
、『
論
註
』
で
は
業
事0

成
辯
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
往
生

の
た
め
の
業
が
ま
っ
た
く
と
と
の
っ
た
こ
と
（
3
）」
を
指
し
、
従
来
は
業
事

も
業
道
も
同
じ
事
柄
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
親
鸞
は
「
道
は
則
ち
是
れ

本
願
一
実
の
直
道
、
大
般
涅
槃
無
上
の
大
道
な
り
（
3
）」
と
述
べ
、
道
を
重

要
視
す
る
。
ま
た
こ
の
道
を
一
分
二
分
歩
む
事
を
、「
一
年
二
年
す
ぎ

ゆ
く
に
た
と
え
た
る
な
り
（
4
）」
と
も
述
べ
、
道
に
歩
み
と
い
う
生
涯
を
貫

く
仏
道
の
課
題
を
見
て
い
る
。
ま
た
親
鸞
は
十
念
相
続
の
引
用
を
終

え
、「
斯
（
れ
）
乃
（
ち
）
真
実
の
行
を
顕
す
明
証
な
り
（
…
）
至
極
無
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碍
の
大
行
な
り
（
5
）」
と
し
、
十
念
相
続
の
課
題
も
含
め
真
実
の
行
を
顕
す

明
証
至
極
無
碍
の
大
行
と
す
る
。
こ
の
事
か
ら
行
の
十
念
相
続
の
意
義

は
、
一
念
に
留
ま
る
事
な
く
、
数
に
拘
る
事
な
く
生
涯
念
仏
相
続
せ
よ

と
い
う
大
行
の
呼
び
か
け
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

次
に
信
巻
十
念
相
続
を
確
か
め
る
。
親
鸞
は
信
楽
の
一
念
を
、

夫
按
二ス
ル
ニ
真
実
信
楽
一ヲ
信
楽
ニ
一
念
有
二リ
一
念
者
斯
レ
顕
シ
信
楽
開
発
ノ
時
剋
之
極

促
ヲ
彰
二ス
広
大
難
思
慶
心
一ヲ
也（6
）

と
述
べ
、
信
楽
が
衆
生
に
開
発
す
る
瞬
間
を
顕
し
、
ま
た
広
大
難
思
の

慶
心
を
彰
す
と
す
る
。
こ
の
信
楽
の
一
念
に
対
し
、『
論
註
』
十
念
相

続
は
信
巻
末
の
唯
除
の
課
題
を
示
す
逆
謗
摂
不
の
問
答
の
八
番
問
答
の

第
七
問
答
に
示
さ
れ
る
。
親
鸞
は
唯
除
の
課
題
が
展
開
さ
れ
る
箇
所
で

十
念
相
続
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
べ
き
と
見
て
い
た
の
で
あ
る
。
親
鸞
は

そ
の
引
用
前
に
、

夫
レ
拠ヨ
二ル
ニ
諸
大
乗
一ニ
説
二ケ
リ
難
化
ノ
機
ヲ
今
『
大
経
』ニ
ハ
言
二ヒ
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
一ト

或
ハ
言ノ
タ

二マ
ヘ
リ
唯
除
造
無
間
悪
業
誹
謗
正
法
及
諸
聖
人
一ト
『
観
経
』ニ
ハ
明
二シ
テ
五
逆
ノ

往
生
一ヲ
不
三ス
説
二
謗
法
一ヲ
『
涅
槃
経
』ニ
ハ
説
三ケ
リ
難
治
ノ
機
ト
与ト
ヲ
病
斯
レ
等ラ
ノ
真
教
云イ
カ

何ン
カ

思
量
セ
ム
邪ヤ

報コ
タ
ヘ
テ
噵イ
ハ
ク
『
論
ノ
註
』ニ
曰
）
7
（

ク

と
『
大
経
』『
観
経
』
の
教
説
の
矛
盾
を
問
う
。
そ
し
て
こ
の
問
い
に

報
え
る
と
し
て
八
番
問
答
を
引
用
す
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、

「
夫
れ
」
で
あ
る
。
先
学
が
「『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
は
以
前
に
述
べ

た
こ
と
を
承
け
て
い
る
場
合
に
用
い
ら
れ
、
単
に
文
の
変
わ
り
目
を
示

す
だ
け
で
は
な
く
、
以
前
の
事
柄
を
統
括
し
た
上
で
、
さ
ら
に
必
然
的

に
問
題
の
論
点
が
次
に
展
開
す
る
こ
と
を
示
す
文
字
で
あ
る
（
8
）」
と
指
摘

す
る
よ
う
に
、
こ
の
問
答
は
直
前
の
『
涅
槃
経
』
に
連
関
し
、
そ
の
課

題
を
引
き
承
け
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
『
涅
槃
経
』
の
引
用
の
冒
頭

も
、誠

知
悲
哉
愚
禿
鸞
沈
三
没
シ
於
二
愛
欲
ノ
広
海
一
迷
三
惑
シ
テ
名
利
ノ
太
山
一
不
三

喜ヨ
ロ
コ

二バ

入
コ
ト
ヲ
定
聚
之
数
一ニ
不ザ
四ル
コ
ト
ヲ
快タ
ノ

三シ
マ
近
二ク
コ
ト
ヲ
真
証
之
証
一ニ
可
二シ
恥
可
二シ
傷イ
タ

一ム
矣
夫
レ
仏

説
二テ
難
治
機
一ヲ
『
涅
槃
経
』ニ
言
）
9

ノ
タ
マ（

ハ
ク

と
「
夫
れ
」
が
あ
り
、
親
鸞
の
自
己
の
罪
障
性
の
歎
き
を
顕
す
悲
歎
述

懐
を
承
け
て
い
る
。
こ
れ
は
自
己
反
省
と
い
う
次
元
の
悲
歎
で
は
な

い
。
こ
こ
に
「
入
正
定
聚
」「
近
真
証
之
証
」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ

ら
が
親
鸞
に
感
得
さ
れ
表
明
さ
れ
る
悲
歎
で
あ
る
。
つ
ま
り
親
鸞
が
一

念
に
実
現
す
る
現
生
十
種
の
益
で
「
入
正
定
聚
の
益
）
10
（

」
を
示
す
事
か

ら
、
こ
の
悲
歎
は
、
信
楽
の
一
念
の
願
成
就
の
事
実
に
立
脚
し
知
ら
さ

れ
た
我
が
身
の
事
実
へ
の
悲
歎
で
あ
る
。
親
鸞
は
こ
れ
を
承
け
て
『
涅

槃
経
』
引
用
を
始
め
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
「
夫
れ
」
に
注
目
す
れ
ば
、
八
番
問
答
が
引
用
さ
れ
る
箇

所
は
、『
涅
槃
経
』
の
引
用
を
承
け
、
更
に
遡
れ
ば
悲
歎
述
懐
を
承
け
、

根
源
的
に
は
信
楽
の
一
念
か
ら
展
開
さ
れ
た
と
い
え
る
。
反
対
に
言
え

ば
、
一
念
に
悲
歎
さ
れ
る
我
が
身
の
事
実
が
引
き
起
こ
す
問
い
で
あ
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り
、
そ
れ
に
報
え
る
も
の
と
し
て
、
十
念
相
続
の
課
題
が
展
開
さ
れ
る

八
番
問
答
と
位
置
付
け
る
事
が
出
来
る
。

そ
の
八
番
問
答
の
第
七
問
答
で
十
念
相
続
が
示
さ
れ
る
。
親
鸞
は
、

曇
鸞
の
問
い
の
端
緒
で
あ
る
第
一
問
答
を
引
用
し
な
い
。
こ
の
事
で
、

信
巻
所
引
の
八
番
問
答
は
第
二
問
答
以
降
に
展
開
さ
れ
る
誹
謗
正
法
に

引
用
の
主
題
が
転
換
さ
れ
る
。
そ
の
第
二
問
答
か
ら
第
五
問
答
で
は
、

五
逆
罪
が
正
法
無
き
事
よ
り
生
ず
る
為
、
誹
謗
正
法
が
最
も
重
い
根
源

的
な
罪
と
確
か
め
る
。
ま
た
第
六
問
答
は
、
こ
こ
ま
で
の
展
開
の
上

で
、
五
逆
・
十
悪
・
繫
業
等
と
十
念
の
軽
重
を
問
題
と
し
、
在
心
・
在

縁
・
在
決
定
の
視
点
か
ら
十
念
と
五
逆
罪
の
拠
り
所
を
示
し
、
十
念
が

重
た
る
事
を
明
か
し
て
い
る
。
そ
し
て
続
く
第
七
問
答
か
ら
、
十
念
の

内
実
が
明
か
さ
れ
る
。

問
曰
幾
イ
ク
ハ
ク
ノ
時
オ
カ
名
テ
為
二ル
ヤ
一
念
一ト
答
曰
百
一
ノ
生
滅
ヲ
名
二ク
一
刹
那
一ト
六
十
ノ
刹

那
ヲ
名
テ
為
二
一
念
一ト
此
ノ
中
ニ
云
念
云
フ
者
ハ
不
三
ル
取
二ラ
此
ノ
時
節
一ヲ
也
但
言
下フ
ナ
リ
憶
二

念
シ
テ
阿
弥
陀
仏
一ヲ
若
ハ
総
相
若
ハ
別
相
随
二テ
所
観
ノ
縁
ニ
心
ニ
無
二ク
シ
テ
他
想
一
十
念
相

続
ス
ル
ヲ
名
テ
為
中ス
ト
十
念
上ト
但
シ
称
二コ
ト
モ
名
号
ヲ
亦
復
如
二シ
是）11
（

一

こ
こ
で
ど
れ
ほ
ど
の
時
を
一
念
と
す
る
か
を
問
い
、
六
十
の
刹
那
と
答

え
、
こ
の
念
と
は
、
時
節
の
意
で
は
な
い
と
し
、
こ
の
十
念
は
、
た
だ

阿
弥
陀
仏
を
憶
念
し
、
観
じ
ら
れ
た
縁
に
随
い
、
心
に
他
想
な
く
十
念

相
続
す
る
事
と
示
す
。
ま
た
名
号
を
称
す
る
事
も
、
憶
念
相
続
と
同
様

の
課
題
を
持
つ
と
述
べ
て
）
12
（

、
次
の
第
八
問
答
へ
と
続
い
て
い
く
。

問
曰
心
若
シ
他
縁
セ
バ
摂
二シ
テ
之
一ヲ
令
二メ
テ
還
一ヘ
ラ
可
三シ
知
二ル
念
之
多
少
一ヲ
但
知
二ハ
多
少
一ヲ

復
非
三ス
無
二キ
ニ
間マ
一
若
シ
凝コ
ラ

二シ
心
一ヲ

注ト
ト
メ

二ハ
想
一ヲ
復
依
二テ
カ
何
一ニ
可
四キ
ヤ
得ウ
三
記
二コ
ト
ヲ
念
之
多

少
一ヲ
答
曰
『
経
』ニ
言
二
十
念
一ト
者
ハ
明
二ス
業
事
成
辯
一ヲ
耳ナ
ラ
ク
ノ
ミ
ト
不
四
必
須
三ク
知
頭
数
一ヲ

也
、
如
下
シ
言
中フ
カ
蟪ケ
イ
コ蛄
不ス
三
識シ
二ラ
春
秋
一ヲ
伊
虫
豈ア
ニ
知
二ラ
ム
朱
陽
之
節
乎ヤ
上ト
知シ
ル
者
ノ
言イ
二フ

之
一ヲ
耳ナ
ラ
ク
ノ
ミ
ト
十
念
業
成
ト
者
ハ
是
亦
通
二ス
ル
神
一ニ
者
ノ
言
二
之
一ヲ
耳ナ
ラ
ク
ノ
ミ
ト
但
積
二ミ
念
一ヲ

相
続
シ
テ
不
三レ
ハ
縁
二セ
他
事
一ヲ
便
罷ヤ
ミ
）
13
（
ヌ

こ
こ
で
十
念
の
心
で
は
数
の
多
少
を
知
る
事
は
出
来
な
い
と
問
い
、
そ

れ
に
対
し
十
念
は
業
事
成
辯
を
明
か
す
の
で
あ
り
、
念
の
頭
数
を
知
る

必
要
が
な
い
と
示
す
。
更
に
十
念
に
往
生
の
業
が
定
ま
る
の
は
神
に
通

ず
る
者
が
言
う
の
で
あ
り
、
衆
生
に
は
、
た
だ
（
憶
）
念
を
積
む
と
い

う
相
続
を
要
請
す
る
と
確
か
め
る
。

こ
れ
ら
第
七
問
答
、
第
八
問
答
を
通
じ
、
信
巻
十
念
相
続
の
課
題

は
、
た
だ
阿
弥
陀
仏
を
憶
念
し
観
じ
ら
れ
た
縁
に
随
い
、
念
の
頭
数
に

拘
ら
ず
相
続
し
業
事
成
辯
す
る
事
に
あ
る
。
こ
こ
で
親
鸞
が
業
事
成
辯

に
「
ワ
キ
マ
ウ
」
と
左
訓
す
る
事
が
注
目
さ
れ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に

信
楽
の
一
念
で
悲
歎
す
る
他
な
い
我
が
身
を
生
き
て
い
る
事
が
知
ら
さ

れ
、
そ
れ
を
承
け
、
こ
の
問
答
が
展
開
さ
れ
る
事
を
確
か
め
た
。
こ
こ

で
「
ワ
キ
マ
ウ
」
と
左
訓
す
る
事
に
悲
歎
の
身
を
生
き
る
事
実
を
弁
う

意
義
と
見
出
せ
ば
、
親
鸞
が
願
成
就
の
一
念
を
転
釈
す
る
中
で
「
憶

念
」
と
も
「
相
続
心
」
と
す
る
）
14
（

か
ら
、
十
念
相
続
が
課
題
と
す
る
業
事

成
辯
は
、
悲
歎
の
わ
が
身
の
事
実
を
知
ら
せ
る
憶
念
の
一
念
に
立
ち
返

り
続
け
る
事
を
課
題
と
す
る
と
い
え
る
。
親
鸞
は
一
念
に
立
脚
し
、
開
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か
れ
た
問
答
で
、
我
が
身
の
事
実
に
立
ち
返
り
続
け
る
べ
き
事
を
『
論

註
』
十
念
相
続
の
課
題
と
し
、
信
の
相
続
の
意
義
と
明
ら
か
に
し
て
い

る
。親

鸞
は
行
の
課
題
の
十
念
相
続
は
業
道
成
辯
と
い
う
生
涯
称
名
念
仏

を
相
続
す
る
仏
道
を
歩
む
事
を
要
請
し
、
ま
た
信
の
課
題
の
十
念
相
続

は
業
事
成
辯
の
我
が
身
の
事
実
を
弁
う
と
い
う
身
の
事
実
を
明
か
す
一

念
に
立
ち
返
り
続
け
る
事
を
願
う
憶
念
の
相
続
の
意
義
と
し
て
い
た
。

更
に
『
論
註
』
十
念
相
続
は
、
名
号
を
称
す
る
事
も
憶
念
相
続
と
同

様
の
課
題
を
持
つ
事
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
と
行
巻
十
念
相
続
の

生
涯
称
名
念
仏
を
相
続
せ
よ
と
い
う
呼
び
か
け
に
重
な
り
を
見
れ
ば
、

『
安
楽
集
』
十
念
相
続
も
、
我
が
身
の
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
憶
念
の

相
続
を
課
題
と
す
る
と
い
え
る
。

こ
の
事
か
ら
親
鸞
思
想
に
お
け
る
十
念
の
意
義
を
、
一
念
と
の
関
係

で
確
か
め
れ
ば
、
衆
生
に
生
涯
に
わ
た
っ
て
一
念
に
立
ち
返
り
続
け
る

相
続
の
歩
み
を
与
え
る
教
言
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

1　

定
親
全
一
、
六
八
―
六
九
頁
。　
　

2　

定
親
全
一
、
七
〇
―
七
一

頁
。　
　

3　

箕
輪
一
九
九
五
、
一
四
五
頁
。　
　

4　

定
親
全
三
﹇
和
文

編
﹈、
一
五
〇
頁
。　
　

5　

定
親
全
一
、
七
一
頁
。　
　

6　

定
親
全
一
、

一
三
六
―
一
三
七
頁
。　
　

7　

定
親
全
一
、
一
八
四
頁
。　
　

8　

難
波

二
〇
一
六
、
三
九
頁
。　
　

9　

定
親
全
一
、
一
五
三
頁
。　
　

10　

定
親

全
一
、
一
三
九
頁
。　
　

11　

定
親
全
一
、
一
八
八
頁
。　
　

12　

こ
の
十

念
の
理
解
は
様
々
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
武
田
二
〇
一
一
、
二
六
七
―

二
六
八
頁
の
意
見
に
賛
同
す
る
。
ま
た
本
論
で
は
行
信
そ
れ
ぞ
れ
の
一
念
と

対
応
さ
せ
て
十
念
を
理
解
す
る
。　
　

13　

定
親
全
一
、
一
八
八
―
一
八
九

頁
。　
　

14　

定
親
全
一
、
一
三
九
頁
。

〈
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十
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第
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号
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第
一
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、
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教
行
「
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れ
等
の
真
教
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何
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せ
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や
」『
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鸞
教
学
』
第
一
〇
五
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、
二
〇
一
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箕
輪
秀
邦
『
解
読
浄
土
論
註
』
真
宗
大
谷
派
出
版
部
、
一
九
九
五

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
十
念
相
続
、
十
念
、
一
念
、
憶
念（

大
谷
大
学
大
学
院
）
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